




先年まとめられた本症の全国アンケート調査集計結果(中間報告)1)によると、その 86.5%

は 21 一水酸化酵素欠損症であり、さらにその 53.7%を占める食塩喪失型では男女比

(Geneticsex)は 1:O.87 で男女の発生数はほぼ等しかったが、46.3%を占める単純男性化型

での男女比はα24:1で男子患者は女子患者の 1/4 にすぎない。このことは多数の単純男性

化型の男子が未治療のまま存在することを示唆している。周知のごとく単純男性化型の男

児においては女児に比較し主要症状の頻度が高くなく、このことが本型男子の見逃しのひ

とつの要因と思われる。そこで臨床症状のみからは診断の必ずしも容易でない本型を何ら

かの方法で早期に発見し治療することが望まれる。 


